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1981年 12月2日の青森県東方沖地震調査報告*

仙台管区気象台特

~1 概要

1981 (昭和56)牛12月2日15時25分ころ，青森県東

方沖vcM6.2の地震が発生，最大有感距離は約650kni

最大震度は4を観測した. このため，東北地方の太平

洋と日本海沿岸および北海道の太平洋沿岸K津波予報

(ツナミナシ)が発表された.この予報のとおり，津

波の発生は観測されなかったものの，青森県の一部(主

に東沿岸部)では，小被(震)害が生じた.

そして，この地震の活動特徴は，前震・余震が観測

されなL、，いわゆる単発型の地震として位置づけられ

る.すなわち，時空間的にみて，直接的にこれとかか

わる前震・余震活動(狭義)が認められていないこと

である.

そこで以下本稿では.この地震に関する調査統計・

解析結果について述べ，今後の地震活動監視の参考に

供することとする.

~2. 震源事項・エネルギー・最大震度

この地震 (M6.，2)の震源事項は，第 1表K示すと

おりである.なお参考のため，地震(波)のエネルギ

ーおよび最大震度も併記した.最大震度は4 (6個所

の観測点)で，これは内陸部の盛岡Kまでおよんでい

る.

第 1表 震源事項・エネルギー・最大震度

項目|記 事

震源時 I.1981年 12月2日
15時 24分44.6秒土 0.1秒

震央I142036'士O.l'E・40053':::!:::O.O'N 
震源の深さ 160km 

規模(M)I 6.2 
エネルギー但)I 1. 3 X 1021 erg 
最大震度 I4 (宮古・浦河・大船渡・盛岡・

八戸・むつ)

紺 ①震央表示海域名は青森県東方沖.②エネル

ギー(E)は logE=  11.8十1.5M (Gutenberg 

-Richterの式)vcよる.

* Sendai District Metecirological Observatory 
Report on the Earthquake of East off 

Aomori Prefecture， 2 December 1981. 
Received Aug. 20， 1982. 

M 原田秀雄編集

~3 各地の震度とその分布

各観測点の震度は第2表vc，その分布は第 1図K示

した.当分布から求められる等震度線の形状は，同心

震度

第2表各地の震度

観測地点名

41宮古・浦河・大船渡・盛岡・八戸・むつ
3 1福島・岩見沢.&111路・函館・青森・鷹巣・
一関 i 

2 I広尾・江差・宇都宮・水戸・石巻・倶知安・
苫小牧・帯広・酒田・森・根室・札幌・室

蘭・弘前・小樽

1 I横浜・小名浜・留崩・秋田・白河・深浦・

仙台・前橋

(昭和56年 12月2日15時 25分)

凶付近有感:山形
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第 1図 地震の震央と震度分布

ED:震央， M マグニチュード
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円状とはならず， 1978年宮城県沖地震(1)の場合と同じ

く，この主伸長軸走向がほぼ南~北に伸びるものとな

る. これは，島弧のマントル(上部)を含む地殻構造

K由来するものと推定される.

~4、 震度と震央距離および震央における震度

(1) 震度と震央距離

地震波減衰の地域差K起因する震度減衰の状況を知

るため，この地震についての震度と震央距離との関係

を示したものが第 2図である. これには，地震波の滅

表割合K方向性や地域性が存在することが明瞭K示さ

れている.しかじ，平均的には震度 Iと震央距離d

(km)との関係は，

1 = 5. 37 ~ 0.0107 L1 
の一次式{図中直稼)，で表わされるとみてよい. 

• 
2~ 、 • 

• 
o 

， 8 
.d xl00l1m 

第 2図'震度と震央距離との関係

1 :震度， L1'震央距離， 0:付近有感

(2) 震央における震度

震央における震度 10をKarnikの式 M=0.5 10，+ 

logh + 0.3!? ~よって推定すると， 10 = 8.14 (MM 
震度階級)となる.これは気象庁の震度スクーノレ5

にほぼ対応する.そしてこの値は，第2図のL1=0の

震度，(1宇 5)ι一致する. hは震源、の深さ (km)， 

Mはマグニチュード.

~5. 地震の規模と最大有感距離・震度

(1) 地震の規模と最大有感距離

最大有感距離R(凶)は約'650凶(横浜)となった、

が，これと地震の規模Mとの関係を示す市川の式(2)

M=-1.0十 2.7log R~ よれば， Mは 6.6 で実際のそ

れよりやや大き目となる. また，横浜をとひ、離れた有

感地点として除外した場合のRは約 580km (前橋)" 

同式によるMは6.5.

(2) 地震の規模と震度

震源、K最も近い観測点(八戸)の震度 1=4は，河

角の関係式(3)1二 2M-4.60 logL1-0.00166L1-0.32 

Kより求めた I宇 3とは合致しない.L1は震央距離

(km)， Mは地震の規模

~ 6. 地震活動のパターン

(1) 今回の地震活動

今回の地震に関して?この周辺域Kおける地震活動

( 1981年11月28日-12月31日)の分布を示せば第3

図のとおりとなる.図からはこの期間，時空間的Kみ

て，通常の狭義の意味の前震・余震が認められてL、な

L 、.

余震域の面積s(krrf)と本震の規模Mとの関係を示
す宇津・関の実験式(4)log S = 1.02 -4.0' (または余
、震域の直径L(km)と本震の規模Mとの関係を示す宇

津の式 log'L= 0.5 M-1.8)から求めた余震域の直径
は約 20kmーとなる. もし仮りに，この本震の震央が余

震域の端部K位置するものとして考察すると"今回の

地震K直接的Kかかわる余震は..震央を中心にしで，

おおめKみて半径約20-"'30 kmの円で示される範囲K

おいて，その発生が期待されることになる. しかし，

1.42 14.4 

42 

.40 

38 

07>内505>町 30M<3 oU，N 0 

第 3図 東北地方とその付近K発生した地震の震

央分布

期間 1981年11月28日ー 12月31日，EB:
今回の地震の震央， M:マグニチュートユ

UND:M未決定，付番:地震番号で~ 6 
の解説K使用 (A-D)
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この範囲内K余震発生はない.

このように今回の地震は，きわめて単発的性格の強

いものであった.

(2) 最大余震の予想

本震の規模が 6.2の場合，その最大余震の期待値Ml'

は，本震Mmと最大余震Mlのマグニチュード差Dと

の関係を示す宇津の式(5)百二耳石士宮I=4.9ー0.47Mm

(6孟M<8%)からM{宇 4.2となる. また， 日本 J

付近Kおける浅発地震 (M6.0以上)のDのメディア

ン(D二1.8)から推計すると，その期待値はMl'宇
4.4となる. しかし，このような余震は，上に述べた

地域内では発生白していない.

もザ広義の意味での余震(第 3図でその分布が空

間的にほぼ連続性を示しでいる範囲一今回の地震の震

央を中心K半径約 300'kmの円内)を含めれば，第 3図

のA (12月5日16時26分・ M4.1) もしくはB (12 

月 10日23時00分・ M4.0)の地震が上の関係をほぼ

満足する.この場合はC(11月28日18時24分・ M3.5)

の地震が前震. しかしこれは，少なからず拡大的であ

り一般的ではない.それ~M 5.3の地震発生 (D・12

月12日05時02分)もある.

(3) 発震機構

今回の地震について，気象庁およびE.D.Rの各観

測点における観測結果からメカニズムの解析(市)11の
(6)ωv  

.ログラム Kよる)があ」なわれた{地震予知情報

課)が，その結果は次のとおりである.

走向 傾斜角(dip) 

節面 A N 500E 800 

節面 B N 44 W 700 

方向 傾角(inclination)

主圧力軸 N 850W 69
0 

主張力軸 N 178W 830 

(断層の型と運動:正断層型， Strike -slip) 

さらに各観測点の押し (Compression)斗|きω1-
latation)およびP波節線を Schmidtの等積投影図

(上半球)にプロットしたものを第4図K示した. ま

ーた，初動分布を平面的に白地図上にプロットしたもの

も第 5図K掲載した.

これらの解析結果(主圧力軸と節面の状況および断

層の型と運動)は，同海域とその付近K発生Lたこれ

までの地震(1968-1972) (tLついての市川政治による統

計解析結果的と矛盾しない.そのパターンには適合性

がみられ，妥当な結果となった.
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，第4図地震のメカニズム(Schmidtの投積投影 t

図・上半球)

C=押し， D'ヲ|き

00 

第 5図地震の震央と初動分布

EB=震央， u 押し， D ヲ|き

s τ 付近海域における過去の地震活動

この海域(青森県東方沖;地震情報K用いる海域図

の区分名称ですべてこれを統一的K使用)における

1926ー1981年までのM6.0以上の地震発生回数は，計

26回(今回の地震を除く)を記録している.この分布

状況を第6図K示す. とのうち，津波を観測しナこ地震

は番号 3 (1931年)・ 5( 1943年)・ 13( 1945年)・
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/25 ( 1968年)のもの4回(第 7図). しかし，いずれ

の場合も観測された津波は小さしこれKよる被害報

告はない.また，震害を伴った地震は番号3(1931僧

13 ( 1945年)・ 19(1951年)・ 25( 1968年)の4回

(第8図)となっている.なお， M7.0以上の大地震

は 1931・1943・1945・1968年発生の 4回だが，最

大級のものは 1931年のM7.6.. (3月9日)である.

N 

08.0孟
0.7.5・7.9

。
41 

O 

。

第 6図

200 
IKM 

40 

青森県東方沖K発生したM6.0以上の地

震の震央分布‘(1926 - 1981 ) 

*:今回の地震の震央， M'マグニチュ
ートコ地点と海域名:'C M Jむつ・ H八、
戸・ eAo青森県東方沖・ Iw岩手県沖・

Sa三陸はるか沖，付番(1ー26):発生

願K付した地震番号で付表2および付表

3と共通同意.

N 

08.0壬
o 7.5-.7.9 

41 

O 

。

第 7図

200 
IKM 

40 

青森県東方沖に発生したM6.0以上の津

波地震の震央分布(1926 - 1981 ) 

*:今回の地震の震央， M:マグニチュ
ード，地点と海域名.:C M Jむつ・ H八
戸・ eAO青森県東方沖・ Iw岩手県沖・

Sa三陸はるか沖，付番:第 6図と同意.

第8図

200 
IKM 

N 

青森県東方沖K発生したM6. 0以上の被、

害地震の震央分布(1926ー1981) 
女:今回の地震の震央， M:マグニチュ

ード，被害区分(.震害-()震害及び津

波被害・O津波被害)，地点と海域名:
C M Jむつ・ H八戸、・ eAo青森県東方
沖・ Iw岩手県沖・ Sa三陸はるか沖，付

番..第 6図と同意.

第 6--8図をみると，今回の地震(女印) ~きわめ、

て近い番号 5の地震では津波が発生しているが，規模

はM7.1と今回のそれより大きい. しかし，発生した

津波は小さく.これによる被害報告はない.今村・飯

田の津波の規模階級 CmJは-1 (波高の最大:八戸
で60cm). 

なお，この地震の最大有感距離は約 760km，最大震

度は4 (八戸・浦河・青森)となったが震害は生じて

いない.

番号 6の地震(1943.6.13→ M 6.3)・12の地震

(1944.10.3→M 6.5)・15の地震(1945.2.18→M 

6.1)・17の地震(1945.2.27→M 6.1)では，震害

も津波も発生していない.

~a 津波予報

東北地方の太平洋'と日本海沿岸および北海道の太平

洋沿岸に「ツナミナγJの津波予報(注意報)が次の
とおり発表された.

① 仙台管区気象台 4区と 5区Kツナミナシを15

時 39分K発表.

② 札幌管区気象台 2区Kツデミナシを 15時 35

分に発表.

津波は発表された予報のとおり，いずれの観測点

(JMA)~おいても観測されなかった.
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~ 9. 震害の状況と住民の反応

(1) 震害の状況

津波は発生ぜず，これKよる被害は生じなかったも

のの，青森県の東沿岸部(むつ・八戸両市が中心)で

は震害が生じた.

しかし，地震の規模がM6.2であったことや震源ま

での距離が約 100kinと割合離れていたこともあって，

大きな被害とはならなかった.物損のみで人的被害の

報告はない. この被害概要を第 3表に示す.

第3表主な被(震)害概要

項目| 記 事

，死傷| 報告なし

'物損|土木・建築施設など建設物には，被害発生

の報告はない. しかし，什器・備品・陳列

品などには震害が発生した(青森県の東沿

岸部). これは，主に八戸市とむつ市が中

心.内訳は，①陶器庖の花瓶や飾り皿など

陶磁器商品が多数落下損傷(総計数十個以

上).②酒・調味料類販売庖ではウイスキ

ー・ワイン・袖の瓶，時計庖では目覚まし

時計などの陳列品が少なからず落下損傷.

4 ③若干だが窓ガラスKも亀裂，八戸市庁舎

では3枚程度など.

鉄道 I東北地方では東北線など8線(北海道は日
障害|高線など 4線)で列車ストップ(線路点樹

このため，ダイヤの乱れがしばらく続いた

( 20時ころ復旧). 

( 12月2日現在)

(2) 沿岸住民の反応

むつ市や八戸市では，地震と同時に屋外K逃げ出し

~ 10 地震資料

執稿の基礎となった主な資料は次のとおりであるが，

これらはすべて付表ー付図として掲載した.

①地震の験測結果(付表 1)，②青森県東方沖に発

生したM6.0 以上の地震のリスト・ ~926ー 1981 (付表

2") ， @青森県東方沖K発生したM6.0以上の被害お

よび津波地震表・ 1926-1981(付表3). 

@仙台管区気象台と八戸測候所の 59型・ 100倍地震

計記録(付図 1-1および付図 1ー2)，⑥仙台管区

気象台と八戸測候所の 1倍強震計記録(付図 2-1お

よび付図 2ー2). 

そして，第 1図と第2図および第4図と第 5図はと

もに付表 1を基礎に第6図・第7図・第8図は付表

2と付表 3から作成した.

~1 t 結語

通常，地震活動のパターンは，-大別して次の三つの

、型(系列)vc:分けられる.

すなわち，①本震ー余震型，②前震一本震ー余震型，

③群発(性)地震型である.

そして今回の地震は，一般的な時空間的認識にたて

ば，単発性の色彩がきわめて強¥'，r単発(性)地震型』
となり，上K述べた三つの型のいずれKも該当しない

ことになる. この意味において，今回の地震活動は特

徴的である.しかし，地震の規模がこれ以上K大きく

なれば，このような型の地震発生は，さらにまれなも

のとなろう.

なお，付表 1と発震機構解析資料(今回の地震)に

ついては，気象庁地震予知情報課望月英志調査官Kご

配慮頂いた. また，本稿作成Kあたっては，仙台管区

気象台市川政治調査課長vc:，発震機構の問題を含め種

種貴重など助言を賜わった. さらに、資料作成の一部

た住民も少なからずあって，一時的にはかなり緊張し K関して，仙台管区気象台観測課安部徳郎主任技術専

た. 、 門官および八戸測候所藤森順三主任技術専門宮Kもど

震後，八戸測候所には電話Kよる問合せが連続的vc:， 協力頂いた.終稿にあたり，上記各位に対し厚くお礼

あり，職員はこの応答K忙殺された.しかしこれは， 申し上げる.

津波予報やこれに関する情報発表が，テレビ・ラジオ

で放送されると，またたく聞に減少した. 、 参考文献

八戸広域消防本部では，ただちに全消防車の出動態、 (1) 原田秀雄(1979):1978年宮城県沖地震の解析，農

勢をとったが，火災は 1件も発生せず，これによる混 業土木学会誌， 47， 397 -402. 

乱はなかった. また，パトカ-vc:よる継続的な市中巡 (2) 市川政治(1960):地震の規模と最大有感距離，験

回もおこなわれたが，特に異常な状態は認められていー 震時報， 25， 83-87 

ない.これは余震や津波の発生がなく，震害も大きな (3) Kawaswni， H (1952) On the Energy Low of 

ものとならなかったこと Kよるものであろう Occurrenceof J apanese Earthquakes， Bull. 

Earthq. Res. Inst.， 30， 319 -323. 
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付表1. 地震の験担IJ結果(2 Decemter 1981) 1981 

1・5EI5HICINTEN5ITY 冊 a 阿ICR口N
05 11 OFF 5CALE 骨輔 . HILI・KINE-・・・-........_-_..................-------.....__._--.--------.-..---.......---......-.----....-------.----

OT 2 15 24 44.6・J・0.1 (J5Tl f: OFF N TOHOKU 
LA"I:I 40 53・/・ LONG・14236 +1・}tll 60 HAGII6.2 CLA55.F 
STATlON 1 PHASE TI阿E

(J5n 

a

r

n

p

n

p

n

v

a

v

m

V

白

F

白

V
白

v

a

v

n

-

r

B

F

R

F
白

F
一
B
P
R
F

自

F

V

《

V
A
V
-
m
w
且
n
n
F
n
v
n
F
肉
F

O
v
a
r
，
.
E
E
E
E
-
m
V
内
v
n
v
e
E
R
P
R
F
向
P
S
F
-
R
V
'
・
P
E
偽

V
同
v
n
v
n
v
・
a
・
-
-
v
・
・
a
v
・
a
・
-
F
，
.. ，
E
E
E
-
E
E
e巴
a
F
E
E
-
n
V
H
F
E
E
-
E
E
-
E
‘
Z
E
.
，
.
P
E
'
・
n
F
e巴

A
-
Y
A
喝
A
-
・
3
・
・
・
3
A
-
Y
唱
，
.
.
 且・
崎
4
・
3

白

u
-
-
a
a
w
-
-
-
E
-
w
A
崎
，
.
a
u
・
2
・
.. ，
E
-
a
u
a
u
-
-
4
司
，
.
‘
，
‘
‘
，
.
-
a
-
a
-
a
u
-
-
-
-
a
U
A
M
-
a
u

N
M
関
内
M
・
・
内
g
u
-
n
a
四
角
，
.
内
，
.
，
g
内
a
B
R
m
R
B
n
H
M
角
'
・
n
M
U
R
-
-
-
a
同
商
M
‘
，
.

.

 a
-
a
u
円
圃
円
w
a
n
a
同
副
問
内
，
.
内
M
内
4
・
R
a
-
円
V
-
同
'
・
a
a
-
-
a
円
&
問
内
u

'
・
・
a
m
u
n
・
円
n
u
n
u
n
u
a
岡
田
内
a
R
A
同
'
・
・
a
・
円
n
u
-
-
n
M
a
e
-
-
-
M
同
，
.

.

 同
・
・
-
n
唱
a
n
-
-
-
u
円
，
唖
・
8
a
同
a
同
M
開
-
m
・
同
M
同
n
u
肉
u
a
n
'
'
n
M
U
円
a
R
n
u
n
唱
削
問

創
刊

m
H
同

問

問

問

附

閉

山

州

側

円

陣

制

U
W
行

制

削

州

同

開

制

削

州

崎

剛

削

州

開

制

限

m
m剖
問

問

問

削

削

目

印

刷

剛

臥

山
町
同
町
制
川
間
川
崎
川
日
開
併
問

M
m
M
刷

町

制

制

問

崎

健

制

川

崎

崎

純

刊

向

側

側

M
山
開
川
川
町
刷
町
制
訓
刷
印
刷
刊
剛
山
開

a
v
『

4

・3

a
d
-
-
-

-
a
.
，
，
.
，
.
0
・
a
-

auauwaMau--E・

M
円
a
B
・
3
・
2
E
3
a
ヨ

内4.，.‘，-勾，.。，.

H
a
3
・
2
・
3
・
3
・
3

----E・・E・・・・・・・

定

A

w

a

a

e

a

ε

A

W

S
4
.
，
‘
v
a
円
-
S
E
E
-
e
e
g
J
W
E』
a
e

a
u
-
E
-
A
睡
V
A
-
a
v
・
3
内
v
a
o

-
-
-
-
-
-
-
-

角
4
-
4
・
，
E
2
・
2
e
，
-
，
a
v
a
u
-
-
z
・

・
E
・
・
E
.
，
E
・
・
E
-
-
A
-
A
-
E
-
-
a
内
a
-
a

a
d
a
d
a
d
a
a
a
，
a
d
僅

d
a
，
a
J
a
d

-
a
‘
，
‘
‘
，
.
，
，
.
‘
，
.
‘
，
.
‘
，
.
角
，
‘
‘
4
-
4

・
3
・
2
・
3
・
3
・
2
・
2
・
2
・
2
E
3
・
E

・E・-------E・・・・・・・・E・・冒・・・・・E・

PHASE TIHE 
(J5n 

15 25 14.9 
15 25 24.7 
15 25 23.5 
S 25 23.5 
(5) 25 30.1 

円AXI何UMAHPL 1 TUOE 
OISPLACE何ENTI PERIOD 

N・ T E-w u-o T 
骨 s 輔 s 骨 s
2200 1.1 1300 0.8 1300 1.0 
1500 3~2 2500 3.2 800 3.4 
900 4・‘ 700 4.8 400 4.2 
2200 1.偽 1900 2.0 500 1.8 

25 31.2 1300 1.2 1300 1.2 400 1.2 
25 30.2 .1100 4.0 1800 0.6 300 1.4 

25 23.4 
25 39.5 400 1e0 700 6.0 300 1.2 

25 39 
25 42.9 2300 3.2. 2400 3.0 1300 2.8 
25 48.0 900 5.2 900 4.5 300 5.0 
25 50 700 3.0 700 2.2 400 3.6 
25 48.5 900 2.2 800 1.2 200 3.0 

a
d

・3

•. ・
3
・
3
2
3

昆

J
a
E
a
u

星
ヨ
，

E
3
4
e

-
a
‘
，
‘
‘
，
.
 

a
e
a
d
 

e
-
-
a
'
E
 

a
-
v
a
0
・
A
・
3

•.•• 竃
d
・
3
a
噂
‘
d
-
e

'
a
-
a
-
a
‘
，
‘
‘
，
.
 

・
3
・
3
a
，
.
2
・
3

.，.‘，.a，.‘，.‘，. 

a
3
・
2
・
3
・
3
・
3

••.••.••.••.••. 

3
 

e

a

g

a

-

e

a

-

-

ε

d

e

a

-

-

E

d

e

a

 

e
e
e
E
，
‘
，
‘
，
‘
r
E
e
d
a
d
-
F
E
P
E
w
-
円
e
d
-
-
a

篭
叫
虫

d
e
d
包
」
.
，
E

'
'
a
H
・
a
・
，
a
v
・
a
・
-
-
-
命
w
a
v
e
-
4
.
，
.

.

 3

・

3

・

3

宮

司

，

内

U

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

a
v
-
a
-
a
‘
，
.
，
S
&
喝
4
.
，
，
a
，
，
，
‘
且
.
‘
，
.
，
3
A
匂
・
3
a
o
-
-
.
，
，
.
‘
4
・
2
・
2

-
4
・
3
・
3
・
3
冨

3
・
3
・
3
・
3
A
E
守
A
-
T
m
3
・
3
・
3
・
3
a
3
2
3
a
u
角
u
'
a
v
a
w
a
v

-
-
a
z
'
a
z
'
・
3
‘
d
・
2
a
，
a
a
皐

ze
鹿

z
'
a
，
a
d
a
d
a
a
a
d
a
d
R
d
a
d
医

d
a
d
&
日
・
4
・
a
・
4
・
4
e

，
，
.
‘
，
.
‘
，
.
『
，
.
‘
，
島
内
，
.
角
，
.
‘
，
.
‘
，
.
‘
，
‘
‘
，
.
‘
，
.
‘
，
.
句
，
.
内
4
角
，
.
内
a
-
，
.
‘
，
‘
‘
，
.
崎
4
.
，
.
-
a
'
a
-
，
‘

・
3
a
F
・
3
・
2
・
3
.
，
.
3
.
，
.
3
a
3
・
3
・
3
・
p
・
3
・
3
・
3
E
3
・
3
・
3
・
3
・
3
E
3
a
B
E
g
'
3

・
・
・
・
E
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
竃
・
・
z
-
-
-
-
-
-
-
-
z
-
-
a
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
E
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
a
-
-
z
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ε
1
M
V
A
V
-
内
e
a

・
3
自

V

勾

，

‘

-

-

-

E
3
・
3
4
0

A
U
a
u
a
u
 

A
V
A
w
a
e
 

，
，
.
勾
4
句
4

・2
・2

‘，

-
E
・
・
・
・
・
・
・nve 

肉
v
n
v
，
‘

内

U

内

U

。

，

.

e

a

u
円
内
U
H
U

p
z
-
v
'
e
a
 

-
-
-
u
n
'
'
 

U
円

内

u

-

R

F

、，1
M

川

】

向
V
内
V
R
F

E
E
H
V
R
F
，
‘
，
E
 

a
u
-
-
-
a
u
a
u
 

a
岡
崎
4
a
内
a
R

M
n
H
U
U
円
凶
門

，
‘
e
a
n
u
・
肉
H
U

，
d
'
g
w
邑
n
v
'
e
r

A
同
a
a
円
n
u
n
u
向
U

M
開
H
門
M
V
'
『
M
R

a
d
ζ
d
a
d
 

Z』

T
a
-
P
E

内

4
.

，
--

a
O
内
v
a
u
・
3
A
a
守

内vau--・

1
・
1
・

4
0
&
9
4
0
4
0
4
0
 

-
a
司
，
‘
勾
，
.
‘
，
.
内
4

・
3
E
3
E
3
・
3
B
3

・E・・E・・・・・・・・・・

e
a
v
-
n
e
a
 

p
E
，
a
E
E
e
e
 

n
v
 -

A

邑マ
A
句

ao，，

----z ..... ，. 

4
0
A
0
4
9
A
O
 

句
，
‘
‘
，
h
句
，
‘
弓
，
.

a
3
a
3
E
B
E
3
 

・
・
・
・
冒
・
・
E
-
-
a
・

3
 
o
r
n
v
n
v
n
v
 

，
‘
E
E
F
E
r
E
 

a
U
A
n
u
-
内
U
内
U

H
u
a
a
円
凶
円

円
四
w
w
'
'
s
n
u

A
-
円
E
E
U
円
a
a
n

M

T

S

I

 

-
-
円
a
-
円
，
.
.
 J' 

v
n
'
'
M
円
a
R

R
F
n
v
n
F
内
p

n
V
E
E
r
E
P
E
r巴

内HW
《

U

A

u

a肉

a内
A
幽門

''M円

w'句，h

-幽n
，
a
・
m
-
a
円
・
R

，
M
H
U
円
v
h
n
u
n
u

-
舗
円
e
a
a
R
，
a
.
，
S

M
R
n
u
'
'
一
，
‘
，
a

gJW 
E』

a
e-，

-
a
o
 

•• 司
，
司
，
a
O
A
U
A
U

'ゐ唱且.，a・吟，‘勾，‘

&
g
4
@
A
0
4
0
4
。

匂，.‘，‘勾，‘，，.勾，.

E
3
e
p
Z
3
E
3
Z
3
 

・・・・・・・E--a--E・

e
a
e
a
 

p

E

r
巴

R

J

n

u

弓

，

‘

-

-

-

AU内，‘，
F
内
V
角
u
n
V
A
句
ι
句
A
-
Y
A骨

内
4
句
，
‘
句
，
‘
勾
，
‘
，
3
'
3
2
3
2
3
2
3
'
3

4
0
4
0
a
o
a
o
a
。
4
0
4
0
4
。
4
0
4
0

勾
，
‘
弓
，
.
4
4
弓
，
‘
‘
，
.
‘
，
‘
巧
，
.
内
4
内
，
‘
。
，
-

5

5

5

5

R

'

s

-

5

5

R

d

 

・---E・・・・・・・・E・・E・・E--a--E・・・・

】

〉

ロ
r
R
F
E
F
n
v
内
F
向
v
n
v
n
r
R
F
n
F

E
E
t
E
E
E
E
E
E
t
 

a
u
a
U
内
U
内
u
a
u
内
U
内
U

a

H

内

u

a
幽門

A
肉
句
，
.
E
E
e
a
c
a

'
'
h
H
U
'
s
v
'
M
円
H
H
W
M
同
a
O
B
o

a
-
円
'
ι
H
U
H
u
n
u
a
内
n
R
n
u
内
u
a
u

M同，
.. 
M
R
P
F
P
H
W
M
円
H
u
w
u
h
・
3
&
匂

-
m
u
円
H
U
，
a
a
-
円
A
同
e
a
，
a
v
R
U
R

U
R
e
a
p
F
R
U
M
同
U
円
?
'
U
門
'
'
守
『

26 0103 
26 08 
26 09.4 
26 06.8 
26 11.1 

26 12 

26 18.0 
26 30.5' 
26 34 

26 39 
26 27.0 

26 48.0 
26 49.2 

a
o
a
e
a
u
-
4
0
・
2

••••• 内
u
'
A
喝
a
-
v
'
3
4
0

A
V
内
U
E
E
a
u
-
a
u

司
，
，
，
a
e
，
，
，
，

‘
，
.
句
，
.
角
4
内
4
内
4

.
，
a
e
a
v
a
U
A
-
'
2
a
u
w
 

••••••• 竃
，
a
w
句
，
.
，
.
A
噌
・
・
・
・
且
.

E
2
Z
3
a
U
A
M
-
a
u
白

u
'
a
u

'
3
a
，
a
U
A
M
A
H
-
a
u
a
u
 

-
-
-
-
E
・
・
2
・
3
内
4
・
・
・
・
A

-
，
角
H
W縄
4
a
u
・
‘
，
‘
‘
，
‘
‘
，
‘

-
-
-
-
-
-
-

A
喝
・
・
・
・
3
・
・
・
A
句
・
・
-
-
a

E
3
a
E
白

u
a
u
a
u
a
u
a
u

竃
J
a
e
内
H
-
a
M
a
u
-
白

u・向日・

‘
，
.
-
a
a
d
A
匂
ゐ
匂
&
喝
A
司

a
p
a
u
-
-
2
・
0
A
-
v
'
3
6
0

•.•..•• ・
3
・
z
-
-
E
A
M
・
A
・
守
・
‘
.
且
.

a
v
a
u
a
u
a
u
a
u
-
-
H
・
a
-

a
，
.
，
a
M
a
u
-
a
H
v
a
v
a
u
-

-
A
'
'
・
・
・
・
3
・
2
4
・
・
3

300 2.5 500 2.3 300 205 

500 1.0 500 1oO 
400 1・ 400 1.0 200 1.0 
200 1.2 200 1.1 

27 1.2 42 108 23 1.6 
178 4.8 169 4.1 131 3.4 

215 4・2 260 2.9 121 2.5 
206 1・4 163 5.5 125 1.0 

‘.守内，.AM'

••• 9

・a-T・且-

a
u
a
U
A
M
-

a
w
a
w
n
"
 

。，.‘，.Au-

-E
・

e
o
n
-
，
内
4
内
H
W

•••• ‘，.A喝・・--E・

内
u
a
u
a
u
a
M

a
u
n
-
-
U
A
M
-

&
u
.
，
，
.
&
内
，
.

'
s
・
・
・

4
0
・
2
内
d
a
u

-
-
-
-

・
E
・
・
2
角
4
・
A

内UAM-aHV
自

u

a
v
n
-
a
H
w
a
u
 

R
d
A
-
a
U
A
喝

••.••. 

内，
.
.
 E-
-
a
a
e
・
o

・----

.... ，
・
2

・・2
A喝

・
0
・
0
A
喝
E
3
a
3

‘
切
合
V
A
噂
R
M
・
A
・
守

・
・
・
内
，
.... 

E
3
A
句
角
a
E
3
A
u
・

。
.
.
.
.
 

，
，
企
画
マ
唱
且
-
a
d
a
d

--‘， 
.
.
 3
A
噌
虚
3

-
a
-
B
・
E
・
-
3
E
3

-
E
・
・
・
・

内
V
A
喝
・
E
・
E
3
E
3

-
-
-
-
-

E
3
.
，
・
・
・
・
3
A
匂

a
u
，
 .
.
 E-ae---

，
，
a
E
A
吟
.
，
e
o

-a
内

4

・
E

・

27 11.3 219 5.5 1.99 6.0 142 4.5 
26 19 
26 23 
27~ 06 75 6.4 43 8.6 

27 10 

27 17.0 

27 22 

27 26 
27 34.8 
27 29 
27 25.5 

27 27 
27 28.4 

27 34.5 

27 36 

27 54 

28 08 

a
u
'
p
・
3
・
3

。

.

.

.
 

-
E
-
A
喝
A
-
T
A
喝

a
，
a
u
・
3
・
。

司
e
a
u
-
4
0
A
-
T

句，.

-，
AH
・a

・E3

-
-
-
-

a
U
4
0
・
E
・
E
・

-
0
・
0
a
U
E
3

a
u
内
a
a
o
a
，

句，‘

-
-
-
E
3

・0内4

•••• 
'
a
aョ‘
0

・
a

・

'
z
p
Z
3
句
，
A
喝

A
睡
マ
〆
a
o
，
，
，
，

-
A
q
a
 

令
，
-
弓
a
a
O
内
“
.
 

•••• -
A
A
句
A
0
・
2

A
H
W
A
H
w
-
-
-
a
u
v
 

内
M
・
A
-
v
n
'
'
3

・・・・A

a
e
a
u
-
a
o
E
コ

••.• -
A
‘
，
E
3

・2

内
U
内
v
a
O
A
吟

内
u
'
'
'
a
0
・
3

・a----
62 4.1 

45 4.5 
25 4.2 

110 1.0 77 1.0 38 5.3 

A
U
V
&
u
・
4
0
ふ
邑
守
内
M
W
令
，
.

-
-
-
-
-
-

E
3
4
。
&
吟
唱
E
-
E
2
E
3

a
v
内
u
h
-
v
・
a
・
内
V
R
d

噌
，
4
0
ム
値
守
内
，
‘
，
3
a
o

79 5.2 40 6.8 

《

U
内

U
内

4
2
‘
，
3

-
-
-
-
-

E
3
・
3
・
A
-
E
.
，
3

-'1・
‘
，
a
o
a
u

a
w
e
e
-
-
-
-
Z
4
0
 

。
o
m
U
内
4
E
3
A
H
W

••••• 竃
J
Z
3
E
3
e
3
4
0

内
U
《

V
'
3
0
0
a
o

A
-
Y
A
喝
唱
且
・
2
J
'
3

侮5 ‘・ 64 5.令 l ‘5.7
40 6.0 ・ 30 1.5 46 5.3 

-65ー

HAXIHU州 INITIAL刊OTI ONDEL TA 
VELOCITY 
U-D N-5 E-W U-D 
蝿蝿 骨鎌崎 KM 
DS 0 99.1 
OS 142.4 
05 5 89 W 58 U108 147.6 
05 153.4 
05 176.2 

内

a-
H
V
H
M
 

a-v ・a-
E』，‘ ‘，. 

M
同

M
同

'
'
・
a
o
a
J

••• 

-
a
P
a
e
s
e
-
e
s
e
a
-
3
e
a
a
-
-
，
 

内
u
n
u
n
u
内
U
向
U
内
u
，
，
内
U
A
喝
E
F

179.5 
185・6
191.5 
213.4 
215・8
215.5 
232.0 
248.7 
26)05 
276.3 

268.8 
288.6 
306.1 
294.7 
321.2 

OS 
19.8 
2.47 
05 
ー3.3

同 U 
U 

a
-
a
v
‘
，
・
・
・
・
a
d
a
e
A
・
V
・
3
角
a
a
e

.

.

.

.
 。

.

.

.

.

.
 

a
，
A
V
倫

w
'
'
a
v
ι
・
守
備
，
.
角
，
.
.
 且-aE

‘
，
.
A
W
・
3
4
・
・
3
・
'
'
'
a
v
a
・
4
・

・
3
・
3
・
B
・
S
・
S
・
3
・
3
・
B
A
-
-
-

、

‘
，
.
A
句
4
0
A
固
守
備
.
，

-

a

a

v

・

3

H
U
H
U
H
H
W
H
U
H
U
H
U
H
U
H
U
 

'

・

A

W

A

W

・

O

-
z
・
・
E
・
・
・
・

U

凋

凶

開

M

開

P

E

M
胸

a

3

・

3

a

u

-

-

3

，

‘

.

3

・

，

・

a

-

e
a
M阿

M
同
e
a

，，

.
A
-
-，
 

-

-

-

a
a
-
-
且
・
8
3
・
'
・
3
-
'
・
3

内
U
角
d
a
u
-
-
-
内
u
-
-
-
a
u

a
e
・
3
A
'
a
a
a
'

••••• -
-
A凶
v
a
u
-
-
，
a
e

a
v
a
u
-
-
‘
.
，
.
3
 

‘
 
.
.
 2a
E
・
E
.
，aHW 

Hu' 

，
，
A
・
、
a
v
a
-
-
s
・
o
・
-
，
，
.
，
a
u

--.。
..... .
 

aHW.，，， 
.
.
.
 ，
‘
，
.
‘
.
e
s
・
3
a
p

a
・
A
切
・
0
-
4
.
，
a
，
a
o
a
・
a
v
a
H
w

a
d
-
E
・
"
‘
・
3
a
z
'
a
d
a
，
.
3
‘
，
A
O

a
a
'
s
 

------

H
u
n
u
 

a
u
 ---ez 

a
w
a
v
 

---‘輔
副
同

u 

U 
U 

621.9 
628.0 
¥ 

S W U 614.8 

627.0 
633.4 

U 14 657.2 

ー58.8
678.4 

685.5 
697.3 

716.9 
717.4 

727.9 
736.1 
701.9 
726.6 
727.7 

706.5 
752.2 
772.1 
794.7 
804.1 

808.4 
828.9 
835.2 
850.4 
832.7 



験震時報第 47巻第 1-2号

DECE"BER 5 
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付表2 青森県東方沖に発生したM6.0以上の地震のリスト(eAo) 

( 1926で 1981) 

発 震 時 震 源 位〆置 M E 
番号 (m.) 
西暦(昭和)年 月日 時分 N ( 0 ') E ( 0 ')  KM  JMA erg r 、

1926 (元) 5 27 04 45 41 06 142 48 40 6.4 2.5 X 1021 

2 1927 ( 2) 7 11 17 08 41 30 142. 24 60 6;0 6.3 X 1020 

* 3 1931 ( 6) 3 9 12 49 41 12 142 30 00. 7.6 1.6 X 1023 -1 
4 1931 ( 6) 3 10 02 56 40 30 143 00 20 6.0 6.3 X 1020 

5 1943 (18) 6 13 14 12 41 06 142 42 20 7.1 2.8 X 1022 -1 

6 1943 (18) 6 13 14 58 40 54 142 30 。。 6.3， 1.8 X 1021 

7 1943 (18) 6 13 17 16 40 42 ' 143 00 。。 6.0 6.3 X 1020 

8 1943 (18) 6 13 17 37 41 12 143 12 60 6.5 3.5 X 1021 

9 1943 (18) 6 15 01 22 41 06 143 06 40 6.1 8.9 X 1020 

10 1944 (19) 3 10 15 40 40 30 142 42 00 6. 1 8.9 X 1020 

11 1944 (19) 3 22 07 10 40 54 143 06 50 6.2 1.3 X 1021 

12 1944 (19) 10 3 05 29 41 00 142 30 50 6.5 3.5 X 1021 

* 13 1945 (20) 2 10 13 58 40‘54 142 06 30 7.3 5~6 X 1022 -1 

14 1945 (20) 2 10 14 12 41 06 142 06 30 6.1 8.9 X 1020 

15 1945 (20) 2 18 07 35 40 48 -142 30 30 6.1 8.9 X 1020 

16 1945 (20) 2 18 19 08 41 24 141 42 ド 10 6.5 3.5 X 1021 

17 1945 (20) 2 27 05 04 40 48 142 42 60 6.1 8.9 X 1020 

18 1949 (24) 9 23 00 38 41 18 142 06 100 6.0 6.3 X 1020 

* 19 1951 (26) 10 18 17 26 41 24 142 06 40 6.5 3.5 X 1021 

20 1953 (28) 12 22 02 36 41 24 142 12 40 6.0 6.3 X 1020 

21 1957 (32) 6 12 17 28 41 06 142 54 40 6.1 8.9 X 1020 

22 1959 (34) 4 15 09 15 41 06 143 12 40 6.1 8.9 X 1020 

23 1965 (40) 3 17 01 46 40 42 143 12 40 6.4 2.5 X 1021 

24 1965 (40) 3 29 -19 47 40 39 143 09 40 6A 2.5 X 1021 

* 25 1968 (43) 5 16 19 39 41 25 142 51 40 7.5 1.1 X 1023 -1 
26 1972 (47) 3 20 00 58 40 51 142 00 80 6.4 2.5 X 1021 

* 27 1981 (56) 12 2 15 25 40 53 142 36 60 6.2 1.3 X 1021 

回 Mはマグニチュートコ Eは地震(波)のエネルギーでGutenberg-Richterの式 logE = 11.8+ 15M 
Kよる， (mJは津波の規模階級(今村・飯田)，番号 27は今回の地震，震源事項は地震月報および

LI ST OF EARTHQUAKES(JMA)を使用，番号は発生順K付した地震番号で付表3と共通， 川ま

震害の発生した地震.
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付表 3. 青森県東方沖K発生したM6.0.以上、の被

害・津波地震表

(1926 -1981) 

1931 (昭和 6)年 3月9日12時49分

3 41012'N・14203o.'E・D0.0. krn， M，7.6・
E 1.6 X 10.23 erg 

震 害:八戸・下北地方を中心に発生，土

蔵 85。住家 28・公共建物4，k:部

分的破損被害，また長さ 2間・幅

1尺 3寸の亀裂発生……青森市で

壁に亀裂，八戸市では壁剥落・煙

、突折損多(¥.、ずれも煉瓦造で沖積

層地帯K限定)，函館でも煙突倒

壊・塀亀裂(いずれも煉瓦造)や

壁K亀裂.

最大震度:4 (盛岡・宮古・青森・函館・根

室)

津 波:波高の最大(佃)は八戸 39.

波源、の大きさは面積1.6X 10.3 km2 

長軸50.km ・短軸40.km. 

(m) -1. 

津波被害:被害報告なし.

記 事:東北地方を中心に北海道から近畿

地方の一部にかけ有感，最大有感

距離は 860.km (彦根).青森・岩

手・秋田・宮城各県の一部地区で

は震度 5，

泉温海岸側下降・山の手側上昇，

浅虫温泉では湧泉停止 (2ク所)

湯ノ川温泉(北海道)では泉量増

加と一時的な濁り現象

1943 (昭和 18)年6月 13日14時 12分

5 410o.6'N・142042'E・D20. krn， M 7.1・

E 2.8x 10.22 erg 

震 害:被害の報告はない.

最大震度:4 (八戸・浦河・青森)

津 波:波高の最大 (αn)は八戸 60..

(m) -1. 

津波被害:被害報告なし.

記 事:東北地方・北海道南域と関東・中 l

部各地方の一部で有感.最大有感

距離約 760.km (飯田). 余震多く

15日20.時 10.分Kは青森で震度4

の地震.

1945 (昭和 20.)年2月 10.日 13時 58分

131 40054'N・14200.6'E ・D3o.km，M7.3・E5.6 
×1022 erg 

震 害:青森県内で死者2・家屋倒壊2の

ほか電話不通(八戸市)・壁脱落

(小中野町)・ガラス破損(三田

町). 

震 度:5 (八戸)

津 波:波高の最大(佃)は八戸 35

(m) -1. 

津波被害被害報告なし.

記 事:東北・関東各地方の大部分および

北海道・中部・近畿各地方の一部

で有感.最大有感距離約 82o.km
、(亀山)，異常震域，岡山.

1951 (昭和 26)年 10.月 18日17時26分

191，41024'N・14200.6'E ・D4o.km， M6.5・
E 3.5 X 10.21 erg 

震 害:八戸市で煙突(練瓦)・壁に亀裂

のほか停亀

最大震度:4 (青森・八戸)

津 波:観測の報告はない.

津波被害

記 事:北海道・東北・関東各地方の大部

分および中部地方の一部で有感.

最大有感距離約 73o.km(甲府・付

近有感). 

1968 (昭和 43)年5月 16日19時 39分.

251 41025'N ~ 142051'E ・D4o.km.M7.5・

-68ー

El.IX lo.23erg 

震 害:若干の被害発生を認識しうるが，

しかし十勝沖地震闘による影響度

とその損壊程度との関連づけ並び

、K区分困難，よって量的把握は不

可能.

最大震度:5 (広尾・浦河). 

4津 波:波高の最大はいずれの観測点でも

数十センチ未満.

波源の大きさは面積 5.1X1o.3 krrl 
長軸lo.o.km・短軸65km.
(m)-1. 

津波被害被害報告なし.

記 事:北海道・東北・関東各地方の大部

分および中部地方の一部で有感.

最大有感距離約 80.0.km (網代). 
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1968年十勝沖地震の最大余震.

北海道から関東地方:(茨城・千葉

両県)の太平洋沿岸K津波予報，

仙台管区気象台は 4 区~ rヨワイ
ツナミJ (発表 19時 51分・解除
23時 00分〉・札幌管区気象台は

2 区~ rヨワイツナミ J(発表 19
時53分)・気象庁本庁は7区に

「ヨワイツナミJ(発表19時50か
聞 1968年十勝沖地震(本震)

1968年 5月 16日09時48介，

三陸はるか沖， 40044'N. 

ー143035'E・DOO~m ， M7.9・r
E 4.5 X 1(j3 erg. 

かなりの津波被害と多大の震害

発生，余震活動活発.、

付記:① Nは北緯・ Eは東経・ Dは震源の深さ， M

は地震の規模(マグニチュード)・ Eは地震

(波)のエネノレギーでE= 11.8+ 1.5M 
(Gutenberg -Richterの式)~よる算定，

CmJは今村一飯田Kよる津波の規模階級.

②本表作成に用いた文献・資料は，次に示す

とおかただし，震源事項については地震月

報およびLIST OF EA、RTHQUAKES

(JMA)を使用.
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1-00 59 Sendai 

付図 1-1.地震計記録(59型・ 100倍)
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付図 2-1.地震計記録(1倍強震計)

一仙台管区気象台一
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付図1ー 2. 地震計記録(59型・ 100倍)
一八戸測候所一
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付図 2-2. 地震計記録(1倍強震計)
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